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概要 
 生体(人体)から採取された、顕微鏡検査用の組織片画像をコンピ
ュータに入力し、検査に重要な、細胞集団の織り成す構造領域を自
動抽出して、その領域の大きさ、形、模様などの特徴を数値として
表現することを目的とした、医療診断支援のための画像処理要素技
術の開発。 
 対象の種類に応じて、適した画像処理法を構築する必要があり、 
これまでに手掛けている対象として胃、腎などがある。 
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胃および腎組織を対象
とした画像領域分割法
等の開発 汎用ツールとして開
発・蓄積されてきた、
各種画像処理手法、ア
ルゴリズムの存在 
高機能組織診断支援装置の
実現に向けて 
組織標本画像から、目的
の分析情報を自動的に得
るには、対象画像特有の
性質に合せて、上記手法
の改変や新規手法の開発
を行い、それらを組み合
わせて一連の処理手順を
構築する必要がある(医
療診断支援に有用)。
診断に有益な標本
特徴の、自動定量
化・蓄積・データベ
ース化、分析ソフト
ウェア群 
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